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発行経費にカンパをお
願いしています。民報
配布者にご連絡下さい
（月１７７円程度）
11月 38人 34,612円
10月 39人 37,952円

総
選
挙
が
２
日
公
示
さ
れ
ま
し
た（

日
投
票
）。

14

衆
議
院
議
員
の
任
期
（
４
年
）
を
２
年
以
上
残

し
、
全
衆
議
院
議
員
の
首
を
切
っ
て
安
倍
首
相
が

今
の
時
点
で
解
散
を
お
こ
な
っ
た
狙
い
は
ハ
ッ
キ

リ
し
ま
し
た
。

そ
れ
は
、
野
党
が
も
た
つ
い
て
い
る
間
に
安
倍

首
相
が
政
治
権
力
の
強
化
を
一
気
に
図
る
と
い
う

こ
と
で
す
。

安
倍
首
相
の
作
戦
は
、
争
点
を
「
ア
ベ
ノ
ミ
ク

ス
」
だ
け
に
し
ぼ
っ
て
、
こ
の
選
挙
を
や
り
す
ご

し
、
多
数
の
議
席
を
得
て
、
一
連
の
悪
政
を
一
気

に
進
め
て
し
ま
お
う
と
い
う
も
の
で
す
。

安
倍
首
相
は
こ
れ
ま
で
、
２
０
１
３
年
秋
の
日

本
型
安
全
保
障
会
議
設
置
法
と
特
定
秘
密
保
護
法

の
制
定
、
今
年
７
月
の
集
団
的
自
衛
権
行
使
容
認

へ
の
憲
法
解
釈
の
変
更
、
武
器
輸
出
３
原
則
の
緩

和
と
防
衛
費
の
拡
大
、
沖
縄
新
基
地
建
設
、
中
国

・
韓
国
な
ど
近
隣
諸
国
へ
の
強
硬
外
交
な
ど
、
わ

ず
か
２
年
で
「
戦
争
で
き
る
日
本
」
に
一
気
に
暴

走
し
て
き
ま
し
た
。

そ
し
て
、
原
発
再
稼
働
と
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
、
消
費

税
１
年
半
後
の

％
へ
の
増
税
、
農
協
と
農
業
を
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解
体
し
大
企
業
の
餌
食
に
さ
せ
る
、
雇
用
を
破
壊

し
、
非
正
規
雇
用
の
拡
大
で
「
企
業
が
一
番
儲
か

る
日
本
」
に
す
る
な
ど
、
国
民
に
と
っ
て
は
未
来

を
「
破
滅
」
に
導
く
悪
政
の
強
行
で
す
。

選
挙
の
争
点
は
安
倍
首
相
の
権
力
強
化
を
許
す

か
ど
う
か
で
あ
り
、
暴
走
を
止
め
る
に
は
真
の
対

決
者
の
党
で
あ
る
日
本
共
産
党
の
大
躍
進
で
す
。

日
本
共
産
党
は
安
倍
政
権
の
悪
政
に
あ
ら
ゆ
る

分
野
で
抜
本
的
対
案
を
示
し
、
そ
の
実
現
の
た
め

に
国
民
と
の
共
同
を
広
げ
て
行
動
し
て
い
ま
す
。

読
者
の
皆
さ
ん
に
日
本
共
産
党
の
政
策
を
お
届

け
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
読
み
下
さ
い
。

日本共産党 長谷川つよし候補の力強い第一声（２日、鶴岡市役所前）



月
１
日
は
旧
藤
島
町

12
合
併

周
年
記
念
日
で
す
。

60年
前
の

月
１
日
は

10

12

盛
大
に
「
町
村
合
併

周
50

年
記
念
式
典
及
び
祝
賀
会
」

が
藤
島
町
民
体
育
館
で
催

さ
れ
ま
し
た
が
、
今
年
は

何
事
も
な
く
過
ぎ
去
り
ま

し
た
。

旧
藤
島
町
は
１
９
５
４

年
（
昭
和

年
）

月
１

29

12

日
、
渡
前
村
を
除
い
て
合

併
し
、
翌
年
１
月

日
に

10

渡
前
村
が
編
入
合
併
。
人

口
１
万
７
１
８
２
人
、
２

７
１
３
世
帯
で
誕
生
し
ま

し
た
（
現
在
１
万
０
７
５

４
人
、
３
１
７
６
世
帯
・

平
成

年

月
末
）。

26

11

渡
前
村
が
鶴
岡
市
に
編

入
す
る
か
で
大
き
な
問
題

に
な
り
ま
し
た
が
、
鶴
岡

市
の
周
辺
と
な
っ
て
寂
れ

な
く
て
良
か
っ
た
と
い
う

の
が
昭
和
合
併
の
教
訓
で

し
た
。

平
成
大
合
併
の
結
果
は
、

周
辺
地
域
の
急
激
な
人
口

減
少
の
進
行
で
衰
退
が
い

ち
じ
る
し
く
、
全
国
ど
こ

で
も
合
併
の
弊
害
が
問
題

に
な
っ
て
い
ま
す
。

周
年
は
藤
島
中
学
校
３
年

50生
の
合
唱
で
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

「
消
費
税

％
は
嫌
だ
が
社
会
保
障
や

10

財
政
再
建
を
思
う
と
や
む
を
得
な
い
か
」

世
界
の
ト
ヨ
タ
は
こ
の
５
年
間
で
税

金
１
円
も
納
め
て
い
な
い
！

消
費
税
増
税
に
よ
ら
な
い
共
産

党
の
財
源
提
案

―
「
し
ん
ぶ
ん
赤
旗
」
を
読
ん
で

青
山

崇

右
往
左
往
す
る
よ
り

％
10

は
キ
ッ
パ
リ
中
止
を

戦
争
が
で
き
る
国
に
す

る
わ
、
消
費
税
は
上
げ
る

わ
、
秘
密
保
護
法
で
戦
前

の
暗
黒
政
治
に
す
る
わ
、

Ｔ
Ｐ
Ｐ
を
進
め
る
わ
、
国

民
の
半
数
以
上
が
反
対
し

て
も
言
う
こ
と
を
聞
か
な

い
。
こ
ん
な
政
権
は
早
く

止
め
て
も
ら
う
し
か
な
い

と
主
張
し
て
き
た
日
本
共

産
党
の
他
は
、
降
っ
て
湧

い
た
よ
う
な
総
選
挙
で
右

往
左
往
と
言
う
と
こ
ろ
。

▼
民
主
党
は
、
３
党
合
意

で
決
め
た
消
費
税
の

％
10

先
送
り
す
る
こ
と
に
ナ
ン

ノ
相
談
も
な
い
と
不
満
を

言
っ
て
い
る
が
、
消
費
税

を
上
げ
ら
れ
る
よ
う
な
景

気
じ
ゃ
な
い
こ
と
に
ま
だ

気
づ
か
な
い
の
か
ノ
ー
。

▼
か
と
思
え
ば
そ
の
３
党

の
１
つ
公
明
は
、
軽
減
税

率
を
掲
げ
て
い
る
の
は
我

が
党
だ
け
と
、
今
か
ら
10

％
に
引
き
上
げ
た
こ
と
の

先
を
約
束
し
て
い
る
。

▼
首
相
も
公
明
も
、
景
気

が
悪
く
て
も
１
年
半
後
に

は
消
費
税
を

％
に
す
る

10

ゾ
と
言
っ
て
る
の
だ
が
、

ま
さ
か
自
民
党
が
政
権
か

ら
追
い
出
さ
れ
る
こ
と
は

あ
る
ま
い
と
、
タ
カ
を
ク

ク
ッ
テ
の
選
挙
な
の
だ
。

▼
違
憲
状
態
と
の
最
高
裁

の
判
断
が
下
っ
て
い
る
小

選
挙
区
制
で
ま
た
も
４
割

位
の
得
票
で
７
～
８
割
の

議
席
が
取
れ
る
と
踏
ん
で

の
こ
と
だ
ろ
う
ゼ
。

▼
県
内
の
各
首
長
が
支
持

政
党
を
言
い
出
し
た
が
、

消
費
税
が
上
が
っ
た
ら
生

活
が
困
る
と
い
う
市
民
の

こ
と
を
考
え
て
い
る
の
だ

ろ
う
か
ノ
ー
。

▼
こ
こ
は
日
本
共
産
党
が

掲
げ
る
、

％
は
「
先
送

10

り
で
な
く
キ
ッ
パ
リ
と
中

止
を
」。
こ
れ
が
い
い
じ
ゃ

な
い
で
す
か
。
こ
う
す
れ

ば

％
に
し
な
く
て
も
社

10
会
保
障
は
守
れ
る
し
、
財

政
再
建
を
図
れ
る
財
源
は

あ
る
と
、
チ
ャ
ン
と
対
案

を
出
し
て
る
ん
だ
か
ら
サ
。

▼
だ
か
ら

％
に
し
て
軽

10

減
税
率
を
、
ナ
ン
テ
変
な

約
束
を
す
る
必
要
が
な
い

ん
だ
ヨ
。（
石
川
）

しんぶん赤旗11月27日

「
や
む
を
得
な
い
か
」

と
思
っ
て
い
る
人
が
結
構

い
る
。

日
、
共
産
党
は

26

選
挙
政
策
と
同
時
発
表
し

た
消
費
税
に
よ
ら
な
い「
２

つ
の
改
革
に
よ
る
財
源
提

案
」
を
紹
介
し
よ
う
。

１
つ
は
、
富
裕
層
・
大

企
業
の
優
遇
を
あ
ら
た
め

「
能
力
に
応
じ
た
負
担
」

に
よ
る
税
制
改
革
で

兆
20

円
。
２
つ
は
国
民
の
所
得

を
増
や
す
経
済
改
革
で
20

兆
円
、
合
わ
せ
て

兆
円

40

を
確
保
す
る
と
い
う
も
の
。

税
制
改
革

兆
円
の
内
訳

20

は
、
上
記
の
税
制
改
革
等

に
よ
る
財
源
確
保
の
見
込

み
額
一
覧
で
あ
る
。

研
究
開
発
減
税
は
、
企

業
が
将
来
の
利
益
目
当
て

に
行
う
技
術
の
開
発
研
究

の
減
税
。
連
結
納
税
制
度

は
親
会
社
と
子
会
社
の
損

益
を
通
算
し
て
税
金
を
減

ら
せ
る
制
度
。
所
得
税
・

住
民
税
な
ど
の
最
高
税
率

の
引
上
げ
は
現
行

％
か

50

ら
元
の

％
へ
。
富
裕
層

65

と
は
、
預
貯
金
や
株
式
な

ど
の
純
金
融
資
産
が
１
億

円
以
上
の
人
で
、
２
０
１

３
年
の
１
０
０
万
７
０
０

０
人
が
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の

２
年
間
で

・
３
％
増
。

24

株
式
配
当
の
課
税
強
化
は
、

分
離
課
税
を
総
合
課
税
に

何
事
も
な
く
過
ぎ
去
り
ま
し
た
が

月
１
日
は
旧
藤
島
町
合
併

周
年
の
記
念
日

12

60

し
て
最
高
税
率
を
適
用
す

る
こ
と
。
被
用
者
保
険
は
、

健
康
保
険
料
、
厚
生
年
金

保
険
料
な
ど
で
、
被
保
険

者
と
被
用
者
の
現
行
半
額

負
担
を
被
用
者
負
担
分
の

上
限
を
あ
げ
る
こ
と
な
ど

で
あ
る
。

大
企
業
の
内
部
留
保
は

１
年
間
で

兆
円
も
増
え

13

２
８
５
兆
円
に
。
８
割
の

大
企
業
は
わ
ず
か
１
％
を

使
う
だ
け
で
月
１
万
円
の

賃
上
げ
可
能
な
額
だ
。
こ

れ
を
財
源
に
す
れ
ば
改
革

に
貢
献
で
き
る
の
だ
。

『
鷺
畑
山
古
墳
１
号
第

２
次
発
掘
調
査
報
告
書
』

頒
布
、
発
掘
調
査
会
か

ら
の
お
知
ら
せ

今
年
６
月
に
行
わ
れ
た

第
２
次
発
掘
調
査
報
告
書

が
こ
の
ほ
ど
完
成
、
東
田

川
文
化
記
念
館
で
頒
布（
３

０
０
円
）。

募
金
を
寄
せ
ら
れ
た
方
、

ボ
ラ
ン
テ
ア
で
参
加
さ
れ

た
方
に
は
贈
呈
と
の
こ
と

で
す
。




